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市民意見募集（パブリックコメント）結果（案） 

 「和歌山市みんなでとりくむ生き活き健康づくり条例（案）」に関するご意見を募集した結果、４件

のご意見をいただきましたので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

募集案件 和歌山市みんなでとりくむ生き活き健康づくり条例（案） 

受付期間 平成２６年１０月１５日～平成２６年１１月１４日 

ご意見の件数 ４名・４件 

 

■ご意見の概要と考え方 

 貴重なご意見いただきまして、大変ありがとうございました。 

 以下、皆様からのご意見に対する考え方を載せさせていただきます。 

No ご意見の概要 考え方 

１ 
指導者といつでもできる場所の確保をお願

いします。 

本市の現状では、教育委員会所管の体育施

設については、指定管理者により管理運営を

実施しており、指定管理者の自主事業として

市民の健康維持や余暇活動の場として、指導

者のもと各種スポーツ教室を春季と秋季の２

回実施しているとのことです。 

本条例（案）では、第５条「市長の責務」

に「健康づくりを推進するための環境の整備

を図らなければならない。」と定めております

ので、本条例（案）の趣旨にのっとり、条例

施行後には、運動のできる場所等の充実がよ

り図られていくものと考えています。 

いただいたご意見は、具体的な事業、制度

内容に関することですので、今後、市議会に

おける予算審議等の参考とさせていただきま

す。 
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No ご意見の概要 考え方 

２ 

活動（体操）をする場所を確保していただ

きたい。公共施設の使用にはいろいろ制約が

あって使いにくいです。 

本市の現状では、体育施設の利用方法につ

いては、市立体育館の場合、毎月１日（休館

日に当たる場合は翌日）に各施設において２

カ月先の１カ月分の抽選を行っています。 

市立体育館以外（市民スポーツ広場・市民

テニスコート・つつじが丘テニスコート）に

ついては、使用しようとする日の２カ月前の

日から使用しようとする日までの期間内に施

設予約システムにより申請することとなって

います。また、地区会館（支所、連絡所内）

については、地域により申込日は異なります

が、それぞれ申し込み期日を設けて、各支所、

連絡所で受け付けを実施しており、会議、教

室に使用していますが、自分たちの運営によ

る健康体操などには使用可能となっていま

す。コミュニティセンターについては、使用

する日の６カ月前から前日まで受け付けをし

ており、申し込み順となっていますが、和歌

山市公共施設案内・予約システムか直接施設

に電話することで予約可能となっています。

なお、各コミュニティセンターの稼働率は高

いため、空いていることが少ないとのことで

ありました。 

本条例（案）では、第５条「市長の責務」

に「健康づくりを推進するための環境の整備

を図らなければならない。」と定めております

ので、本条例（案）の趣旨にのっとり、条例

施行後には、運動のできる場所等の充実がよ

り図られていくものと考えています。 

いただいたご意見は、具体的な事業、制度

内容に関することですので、今後、市議会に

おける予算審議等の参考とさせていただきま

す。 
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No ご意見の概要 考え方 

３ 

受動喫煙、公共場所での完全禁煙を入れて

ください。これだけ、喫煙の弊害が言われて

いるのに、一言もそれに触れられていないの

は、いかがなものでしょうか。 

 受動喫煙防止については、健康増進法第

２５条に受動喫煙の防止として、「学校、体育

館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、

百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店その他

の多数の者が利用する施設を管理する者は、

これらを利用する者について、受動喫煙（室

内又はこれに準ずる環境において、他人のた

ばこの煙を吸わされることをいう。）を防止す

るために必要な措置を講ずるように努めなけ

ればならない。」と定められており、本条例案

においても、第５条第４項に「市長の責務」

として、「市長は、健康づくりを推進するため

の環境整備を図らなければならない。」と規定

し、また、第８条においても、「事業者の役割」

として、「事業者は、その使用する者の健康に

配慮した職場環境の整備に努める」と規定し

ています。 

今回、本条例案には、直接、受動喫煙防止

に関する規定を設けておりませんが、健康づ

くりの観点から、受動喫煙の防止のみならず、

市民一人一人の健康づくりが推進されること

を願い条例の制定を目指すものであります。 

和歌山市議会としても、本条例案の第６条

「議会の責務」の規定に基づき、今後、全て

の市民が健やかに生活することができる地域

社会の実現に向け、不特定多数の方が利用す

る公共空間での受動喫煙防止についても、積

極的に働きかけてまいります。 

なお、本市で管理している和歌山公園（和

歌山城）については、健康増進法第２５条の

趣旨に基づき、受動喫煙を防止するために必

要な措置を講ずるよう、関係部局に申し伝え

ます。 

４ 

受動喫煙の防止の観点から意見を述べさせ

ていただきます。 

他府県から来られた方から、和歌山公園内

の至るところに灰皿が置かれていると言われ

ました。その方はぜんそくを持っていて、和

歌山城なら空気もいいだろうと散策しようと

思ったら、あちこちでたばこを吸っているの

で副流煙を吸うことになり余計に体に悪いと

言っていました。 

例えば、姫路城などでは、城内はもちろん、

周辺道路も禁煙になっていて、たまにマナー

の悪い人はいますが、ほとんどと言っていい

ほどたばこを吸っている人はいません。 

また、東京都やその周辺自治体では条例が

整備されていた禁煙の表示が道路上にされて

います。 

和歌山もまずは和歌山駅、和歌山市駅、ぶ

らくり丁周辺や和歌山公園内及び周辺は条例

で禁煙にしてほしいです。また、コンビニや

スーパー、公共施設の入口の灰皿はたばこを

持ち込まないようにするものだと思うが、そ

の場所でたばこを吸うので出入りする非喫煙

者には不健康だと思います。 

 


